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��を考える．
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[ �のグラフより下側で�[�軸より上側の部分の面積を�D�で表せ．ただし，H�は自然

対数の底である．

３

$，%���人がそれぞれ���個のサイコロを投げるという試行に基づいて，数直線上の点�3�を

移動させる．$�と�%�のサイコロの目の小さい方の値を�0�とする．ただし，��つのサイコ

ロの目が等しい場合には，その等しい値を�0�とする．$�のサイコロの目の値と�0�の値

がともに偶数であるとき，点�3�を正の方向に���だけ進め，これらがともに奇数であると

き，点�3�を負の方向に���だけ進める．また，これらの一方が偶数であり，他方が奇数で

あるときには，点�3�は移動させない．最初，点�3�は原点にあるとする．

���　��回の試行において，$�のサイコロの目の値と�0�の値がともに偶数である確率，

　および，ともに奇数である確率をそれぞれ求めよ．

���　このような試行を���回繰り返した後の点�3�の座標を�;�とする．;�の確率分布を求

�　めよ．

���　;�の平均と分散を求めよ．
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自然数�Q�と実数�W�に対して，
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とおく。

���　,�を�Q�と�W�を用いて表せ。

���　,�を�W�の関数と考える。,�が最小になる�W�の値を�Q�を用いて表せ。

���　����で求めた�W�の値を� QW �とおく。このとき，無限級数�
 Q �




& QW �の和を求めよ。

高�理系数学総合6　前期第�回　


